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学
連
問
題
な
ど
総
括

全
自
代
、
東
京
で
開
か
れ
る

右
月
∴も

・八
臼
の
二
日間
、
全
圓
自

治
会
代
表
者
会
磯
が東
京
で行
な
わ
れ

た
●
会
議
は
貞
大
、
京
大
、
皐
大
な

ど
全
国
二
十
五大
弊
、
約
白五
十
人の

諸
生
を
崇
め
て
行な
わ
れ
た
。
し
か
し

当
初
か
ら
〃.二派
"系
の
94
会
と
し
て

予
定
さ
れ
て
いた
こ
の
会
灘
は
、
構
改

噌裾、
社
汀
同
の
一部
ボ
イ
コ
ット
に
よ

り
、
社
学
同系
自
治
公
代
表
者
の
唄
特

無
会
の
色
が強
か
った
。

第
一
日
は九
段
学
生
会
館
雄
飛
寮
で

行
な
わ
れ、
四～
六
月
闘
争
の
総
括

特
に
全学
連
再
建
失
敗
の
総
括
的
報

侶
を
中心
に論
議
さ
れ
た
。
第
二
口

は
会場
を
全
自
交
会
館
に
移
し
て
主

に
情
勢分
軌
、
任
務
力
針
に
つ
い
て

の討
論
が行
な
わ
れ
、
方
針
と
し
て

八
月
四
～
六日
広
島
に
お
い
て
「反

訂平
和
の全
図
汐
生
集
会
」
を
開
く

こ
と
が決
之
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
広

鳥集
会
の縄
備
会
が
各
部
府
県
学
連

の代
表
音
に
よ
って
結
成
さ
れ
、
会

場
の麟

、
統
一テ
ー
セ
の
起
草
は

京都
府
学
迷
が
行
な
う
こ
と
に
な
っ

た
。
(二面
に
詳
報
)

}方
、
全
学
運
執
行
部
を
名
乗
る
マ
ル

学
同
系
の
「全
諺連
第
二
卜
回
大
、ご

は
ピ
月
五
・
六
・
む
日
の
二日
閥
、
乗

京
芝
中
労委
会
館
で
行
な
わ
れ
た
が
、

マ
ル
ぴ　
　
の　
ぶ
　
サ
の
た
め
へ
　

懸
灘

司難
㌶

平
民
学
連
は
別
個
に
集
会

民
π系
の平
民
学
運
中
央
常
任
委
畏
会

†催
によ
る
「七
月
全
国
学
生
策会
」

は十
六
臼か
ら
三
日
間
、
東
京
都
育
乗

体育
館
で
開
か
れ
た
。
全
悶
に
十
万
枚

ま
いた
と
い
わ
れ
る
参
加
要
講
の
ビ
フ

咳
は
「学
喧
な
ら
だ
れ
で
も
ど
こ
か
ら

で
も参
加
で
き
ど
ん
な
問
題
で
も
自由

に
だ
レ
あ
い
、
民
主
的
に
活
し
あ
えま

す
」萬

る
が
・
実
際
に
は
各李

概

民
河
に
よ
って
つ
く
ら
れ
た
「七月
集
一

会
案
'萎
員
会
」
を
通
し
て、
ほ
ぼ日

兵
、
民
仔
の
学
生
の
み
を
袋め
た
一色

の
樂
会
と
な
り
、
他
の分
派
は
㍗76全
に

し
め
幽
さ
れ
て
いた
。
記
者
の
入
場
も

順
否
さ
れ
た
ため
、
以
ド
は
大
公
寒
行

秀
R
長研
藤
龍
太
郎
平
民
学
運
常
仔
委

員
の談
話
に基
く
も
の
で
あ
る
。

大
会
参
加
昔
数
は
約
四
モ
匹
d
へ主

催
障
発
表
)
沖
縄
か
ら
も
六
人
が
参

加
し
、
東
京
に
あ
る朝
鮮
大
学
か
ら

肖
二
、
三
十
人
が
加
わ
っ
て
いる
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、当
初
予
想
さ

れ
て
い
た
ほ
ど
の参
加
は
なく
、
成

功
と
は
い
え
な
い
よ
う
であ
る
。
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
〃す
べ
ての
民
主

勢
力
と
団
結
し
統
一戦
線
を
強
め
よ

う
"
〃あ
ら
ゆ
る
要求
を
と
り
あ
げ

み
ん
な
の
参加
する
学
生
運
動
を
"

で
あ
り
、今
年
の三
月
に
開
か
れ
た

平
民
学
巡
「.二月
果
会
」
で
確
認
し

た
日
不
共庵
党
綱
領
及
び
第
へ回
日

共
党大
会
政
治
報
告
に
述
べ
ら
れ
て

い
る学
生
運
動
の
跡
線
を
更
に
明
確

に
しめ
した
も
の
で
あ
る
。

第
一日
目
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
全
体
会
議
が
行
な
わ
れ
、基

澗
恨
告
、
各
地
報
告
、
討
諭
が
あ
り

共
麟
党
中
暴

臓
春
臼
止
一があ
い

さ
つ
し
た
。
な
お夜
は歌
、
舞
踊
な

ど
の
「文
化
祭典
」が
あ
った
。

第
二
日
目
は
午醗
十
時
から
午
後
四

時
単
ま
で
三
つ
の会
場
に分
れ
て
、

「大
学
の
自
治
と
学
生
の
自
治
」

「大
学新
聞活
動
」
「女
子
学
生
」

「地域
活
動
」
「国
際
親
善
」
「学

生
と
他
の
人
民
階
層
と
の
共
闘
」

「学
生
の
健
康
管
理
}
な
ど
.二十
五

の
分科
会
を
行
な
った
。
な
お
、
現

在
大
き
な
政
治
的
問
題
で
あ
る
「申

ソ
諭
争
」
に
関
し
て
は
、
学
生
運
動

に
は
関
係
が
な
い
と
し
て
、
ほ
と
ん

ど
議
諭
さ
れ
な
か
った
。

三
日
目
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
今
体
会
議
で
、
特
に
民
仔
系
学

生
自
酒
会
の
全
国
的
連
舎
組
織
「安

保
反
対
・
平
和
と
民
主
キ
義
を守
る

学
生
自
活
会
連
合
」
の
結成
大
会
が

行
な
わ
れ
た
。

こ
の
大
会
を
通
じ
て
最
も
沖
自さ
れ
る

の
は
、
平
民
罫
速
を
中
輌
と
し
た
全

国
的
な
学
生
運
動
に
お
け
る指
導
体
制

の整
備
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

法
ゼ
ミ

一
部
延
長
認
め
ら

る

来
年
度
以
後
は
未
定

て鯉
諜
魏
韓
靴

喫
緊

鴨
瓢
紳
験
響

髪
幾
既

な
され
て
い
た
が
、
さ
る
囲
日
の教
授

村
・
遭
田)
助
教
授
二
人
へ阿
部
・園
れ
る
と
こ
ろ
。

公
で
、
制
域
委
員
会
の
没
阻
と妊
長
決

部
)
であ
る
。
養

会
は
現
在
の
法
学

識
を
し
た
セ
ミ
に
つ
い
てば
工
刃
末

部
の
授糞

が
果
し
て
こ
の
ま
ま
で
}セ
、、、の
犬
状
に
即
し
て
廷

灘

繍

鯉

詳

縮

灘

齢
耀

籔

励
漏
難

墾

藩

焔

難

憲

鑓

鍵

動
埜

応
の
成
果
を
収
め
た
も
のと
し

う
か
・ゼ
・は
考

い
う
ふ
う
に
憂

に
関
し
て
は
嚢

であ
る
こ
宗

ら

て
宙

さ
れ
る
・

さ
す
べき
かな
ど
き

醗

を
申
窒

際
に
涯

汽

て海
、、・の
効
果
が

制
贋
委
員
会
は
法
学
部
の
幻リ
キ
ュ
に
法
ア部
の根
本
問
題
を
研
究
す
る
。
あ
が
る
か
実
質
面
では
疑
聞
で
あ
り
、

疑

熱

い槻
細
難

難
霧

棚掴灘

灘

藝

.急の対筆
が峯
され

総
長
選
は
小
委
員
会
で

委
員
長
に

ン示
ゾ
ユウ
ム
は
十
日
物
琿
第
二教
室

にお
いて
約
五
丁人
が
出
席
し
て
開
か

れ
た
。
ま
ず
友
近
教
授
の
「理
遥部
糧

来
訓
画
」
に
っ
い
て
の
溝
演
、次
に湯

田
教
授
の
「物
理
学
の
構
造
を発
展
の

歴
史
」、
高
木
教
授
の
「大学
と物
理

科
沸
総
含
研
究
機
構
」
福
田
・井
上
・

林
教
授
等
か
ら
の
「教
室
の将
来
の
イ

メ
ー
ジ
」
な
ど
が
続
い
て講
演
し
た
。

セ
ミ
延
長
の
点
に
つ
い
て
は個

の々
.が
す
で
に決
定
さ
オ

艮
を
認
め
た
一薬
学
紹
。
理学
部
.
医
雌融
の各
研
究

第
一
回

制
度
委

足利璽委員長

 

さる
十
石
E
午
前
十
時
か
ら
京
大
本

部第
一会
議
室
で
開
か
れ
た
「大
学
制

度
委
員
会
」
は
、
委
員
互
選
に
よ
っ
て

委
員
長
に
足
利
惇
文
学
部
畏
を
選
ん
で

散
会
し
た
。

「大
学
制
度
委
員
会
」
は
昨
革
結成

食
堂
、
終
日
営
業

土
・日は
午
前
十
一時
半
よ
り

京
大
生協
西
部
食
堂
は
さ
る
二
十
日
よ

り
次
の
よう
に営
業
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
従来
の午
後
一時
半
か
ら
四
時
半

ま
で
の休
み
時
閥
を
廃
止
し
て
、
月
唾

日
か
ら金
曜
日
ま
で
は
午
前
て
時
半
よ

り
、土
・
日曜
口
は
午
筋
丁
一時
半
よ

り
、
それ
ぞれ
午
後
パ
時
半
ま
で
終
日

営
撲
す
る
.

筋
コン
ク
リ
ー
ト
平
家
建
、
地
下
醐

階
。
八
月
初
め
に
答
工
、
来
隼
の
一月

末
に
完
成
の
予
定
。
施
設
と
し
て
生
物

飼
脅
・塙
養
室
、
地
ド
に
萬
壇
養
。保

存
室
、
毘
虫
飼
育
事
な
ど
が
あ
り
、
特

に
環
境
淵
節
の
温
蜜
が
つ
く
られ
る
こ

と
は
注
目
さ
れ
る
。教
授
鰍
は
施
設
畏

に
農
学
部
の
中
島
稔
教
授
、
専
仔
教
授

に
繊
業
技
術
研
究
所
の
石
井
象
二
郎
氏

迄、
ま
た
農
学邦
の

一陣
が参
加
す
る
み
ζ
み
で
あ
る
。

一
こ
の
暴

蝿

優

は
・
暑
塁

の
使
用
が
急
激
に
増大
し、
そ
れ
にと

も
な
っ
て人
畜
に与
え
る
署が
ク
ロー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
いる
こ
と
か

ら
、
既
成
の農
薬
は
毒
性
の
点
、
経
済

の
点
か
ら
の
ぞま
し
く
な
い
.
し
た
が

っ
て
わが
国
独
自
の
新
し
い
農
薬
を
つ

く
る
こ
とを
目
標
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
澱
薬
の
研
究
を
通
し
て
各
学
部
で

行
な
わ
れ
て
い
た
個
々
の
研
究
を
一同

に集
め
、
新
し
い
研
究
主
体
で
も
っ
て

研
究
を
描
進
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て

門
の
ひ
ろ
い
新
し
い
型
の
研
究
者
の育

成
に
も
璽
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
こ
の
施
設
に
は
農
学
部
ぱ
か
り
で

な
く
理
学
部
・薬
学
部
。
医学
から
も

参
加
す
る
。
中
島
教
授
に
よ
れば
、
ζ

の
施
設
を
あ
し
が
か
りと
し
て現
在
の

農
薬
製
造
・製
剤
学
部
門
だ
け
で
な

く
、
農
薬
影
響学
部
門澱
簾
作
用
部
門

も
つ
く
り
、
今
ま
で
の研
究
と
異
な
っ

た
、
共
同
研究
施
設と
し
優
薬
学
研
究

の
全
国
セ
ン
ター
にま
で
育
成
し
て
、

新
し
い農
薬
学
の
体
系
を
つ
く
り
た
い

と
い
っ
て
いる
。

足
利
文学

 

さ
れ
た
〃函
立
大
学
運
當協
議会
"

の
線
に
沿
って
設
置
さ
れ
た
も
の
で

総
長
に
対
す
る
諮
問
機
関
であ
る
。

こ
の
委
員
会
の
当
面
の
問
題と
し
ては

や
は
り
十
一月
に
迫
7
た総
畏
選
挙
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
だろ
う
が
、

こ
れ
は
問
閥
が
多
方面
に渡
る
た
め
小

委
員
会
を
納
成
し
て
肘
議す
る
こ
と
に

な
る
も
よ
う
。

ま
た
次
の
委鼠
会
は
二士
百
に
開

か
れ
、
〃総
畏
選
"
な
どを
小
委
員

会
で
検
討
す
る
こ
と
にな
っ惣
。

教
授

足
利
委員
長
の話

[
こ
の
委
員会
は
ま
だ
発
足
し
た
ば
か

り
な
の
で何
と
も
いえ
な
い
が
、
私

は
〃進
行
係
"
み
た
い
な
も
の
で
蚕

鼠会
が
でき
る
だ
け
ス
ム
ー
ス
に
運

営
され
る
よ
う
努
め
た
い
。
総
長
選

挙
権問
囲
に
つい
て
は
十
一月
ま
で

に
一応
の紹
諭
を
出
し
た
い
と
思
っ

て
いる
。

糊

未
来
図
を
検
討

理

十
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ュー
ム
で

瑚
掌部
の
将
来
を
さ
ぐ
る
理
学
部
ソ

農
薬
研
設
置
決
ま
る

完
成
は
来
年

一
月
の
予
定

九
日
に
開
か
れ
た
評
譲
公
で新
し
い

艇
薬
の
研
究
の
た
め
農学
部
に付
属
の

親
薬
研
究
施
設
を
設置
す
る
こ
と
を
決

定
した
。
建
物
は
予
算
二
千
百
万円

(こ
のう
ち
業
界
か
ら
千
五
百
万
円
の

ノ寄
付
)
で
、
広
さ
約
育
百
平
が
耕
の
鉄

清

田

、

宮

地

君

逮

捕

さ

る

六
・
嚇五
神
冨ヂデ
モ
で

兵
鷹
県
警
と
生
田
墨
か
ら
、
去
る
六

月
十
灘
日
の
神
戸
で
行
な
わ
れ
た
原
争

力
潜
水
鑑
寄
港
反
対
デ
母
の
指
揮
者
と

し
て
、
道
交
法
、
神
戸
市公
安
条
例
違

反
容
疑
で
取
り
調
ぺ
のた
め
任
窟
出
頭

を
求
め
ら
れ
て
い
た蒲
田祐
一郎
萌
府

学
連
委
員
畏
は
、ご
十
留朝
京
都
巾
左

京
区
岩
倉
大鷺
町
のド
宿
で
逮
捕
さ
れ

た
。簗

同
デ
モ
の指
揮
者
の
一人
と
し
て

出
頭
を求
め
ら
れ
て
隔
に欝
地
同
掌

会
副委
員
畏
も
b
月
二
十
二
日
下
宿

で
逮捕
さ
れ
た
。

尚
さ
き
に逮
捕
さ
れ
た
清
田
君
は
、

七月
二十
一日
昼
ご
ろ
釈
放さ
れ
た
.

京
大
生
が
つ
く
る
京
大
受
験
の
指
針

8月1日 発売予定

■
三
十
九
年
度
版

・
A

5
判

・
二
五
〇

頁

・
二
五
〇
円

(
丁
六
〇
円
)

圏
何
点
と
れ
ば
合
格
が
■
過
去
三
力
年
の
問
題
と
解
答
罎
入
試
問
題
の
頃
向

と
対
策
■
学
生
筆
活
は
い
く
ら
か
か
る
か
■
随
筆

「爽
如
堂
周
辺
」
野
閥
宏

「京
大
を
受
け
る
人
の
た
め
に
」
平
沢
総
最
■
そ
の
他

京

都

大

学

新

聞

社

京
都
市
左
墓
讐
田
(振
書
京
都3
9
09
)

果留

聾

鍵
響 出

亮界 三

馨
翼

蓄醗

言
紅

響

藻

今目

宣
室

語る

東 京麻 砧 新 竜ゴー町 ・搬 稗 東象72133自 由社

8月 号120円

転
換
を
迫
ら
れ
た
労
働
組
合

江
幡

済

核
時
代
の
ジ
レ
ン
マ
と
知
識
人

蝦
山
道
雄

共
産
主
義
と
宗
教
と
の
対
決

棘
F
一〇
誓
板
付
墓
地

コ

ラ
ー
ツ

岡
本
璽

現
代

の
欲

望

大
聖

ヨ
ル
ダ
ン
の
苦
悶
村
松

創 ア東 東

作 メベ 欧

ド
ラ
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七
月
十
七
。十
八
の
両
日
、
東
京
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「全自
代
」
に
は社
学
同
系
の自
治
会
代
表
者

を
中
心
に
、
全
国
二
十
五
大
学
の
代
表
者
百
五
十
人
が参
加
した
。
こ
の人
会
の目
標
は
、
第
一に
、
七
月

に
再
建
で
き
な
か
っ
た
全
学
連
の
今
後
の
取
り
く
み
を
決定
す
る
た
め
であ
り
、
第
二
に
八
月
に
開
か
れ
る

「反
帝
、
平
和
の
全
国
学
生
集
会
」
に
向
け
て
組
織
体
制
を確
立づ
る
た
め
であ
った
.
し
か
し、
現
実
に

は
社
学
同
、
構
改
、
社
骨
同
三
派
の
連
合
と
い
っ
た
形
で
は
な
く
、
社
学
同
内
部
で
の中
央
と
地力
の体
制

の
確
立
と
いう
次
元
で
討
論
が
進
行
し
た
。
以
下
時
間
を
追
っ
て
記
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
参加
し
た大
学
は
東
大
、
お
茶

大
、
東
北
大
(文
)、
高
知
大
、
和
歌

山
大
、
香
川
大
、
徳島
大
、
愛
知
人
、

京
大
、
同
大
、
横
浜
国
大
、
立教
大、

日
大
、
宇
都
宮
大
、
京
都
工
繊
大
、北

大
、
中
央
大
、
明
大
、
法
大
、
東
学
大

、
小
樽
商
大
、
静
大
r文
理
)早
大
、
東

教
大
、
東
女
大
な
ど
で
、
こ
の
他
に
早

稲
田
高
校
も
参
加
し
て
い
る
。
第
一日

は
九
段
学
生
会
館
内
雄
飛
寮
に
お
い
て

午
後
二
時
よ
り
、
報
粘
が
行
な
わ
れ
た

今
年
箭
期
の
闘
争
に
関
し
て
ほ
と
ん

ど
の大
学
に
お
い
て
共
通
し
た
問
題
が

拠
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
大
管
法
闘

争
の消
滅
から
日韓
会
談
反
対
へ、
更

に米
核
潜
水
艦
寄
港
阻
止
への
動
き
の

中
で共
通
し
て㎜
争
の
継
続
発
展
が
な

さ
れ
得
ず
、当
面
の鼠
標が
変
る
毎
に

イ
ロ
ハ
の
イ
から
と
いう
悪
循
環
が
く

り
か
え
さ
れ
たζ
と
に対
す
る
自
己
批

判
的
な
総
括
であ
った
。
更
に
、
全
学

連
再
建
を
達成
し褐
な
か
った
ζ
と
に

対
す
る徹
底
した
討
論
を
要
求
す
る
声

も
出
た
。

ま
た
、
東
京単
芸
大
か
ら
は
教
員
養

成
制
度
改
悪
の先
端
を
行
く
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
恵
が
今
年九
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
に対
し、
九
月
に賦
験
ボ
イ

コ
ッ
ト
を
含
む
金
凹的
な
反
対
運
動
を

行
な
う
こ
と
が
明
らか
にさ
れ
た
。

こ
れ
に
続
い
て
、
東
大
教
養
側
か
ら
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の
発
言
が
あ
り
、
東
大
で
の
智
の
闘
争

が
、
R
韓
会
毯
収
対
を
中
心
に
進
み
、

約
半
数
の
ク
ラ
ス
で
討
議
が
進
行
し
て

い
た
が
、
五
・三
一闘
争
以
降
、
そ
れ

を
全
体
的
に
集
約
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

で
き
ず
、
大
衆
的
に
ビ
ン
チ
な
状
態
で

は
な
か
った
にも
か
か
わ
ら
ず
、
選
挙

に
お
い
て
各
派
の
セ
ク
ト
性
を
克
服
し

て
統
一候
補
を
立
て
得
ず
に
敗
北
し
た

こ
と
、
ま
た
そ
の
後
米
原
子
力
漕
水
纏

寄
港
阻
止
闘
廼
に
全
力
を
あ
げ
て
と
り

く
ま
ず
、
見
通
し
の
な
い
守
屋
丞貧
長

リ
コー
ル
運
動
に
埋
没
し
て
、
原
則
的

な政
治
闘
争
を
一時
放
禦
し
た
こ
と
が

再
度
の敗
北
(守
屋
委
貫
畏
43
任
)
の

主
要
な原
因で
あ
る
と
述
べた
。
こ
の

後
環都
府
学
連
か
ら
全
国
的
な
学
生
運

動
の現
状
を
泥右
への
両
極
化
と
右
か

ら
の再
編
成
が
右
翼
及
び
、
属
胃
の
自

治会
サ
著
ビ
ズ
論
によ
って
な
さ
れ
つ

っ
あ
り、
今
後
は
、
一面
で
は
そ
れ
に

対
し
て防
衛
的
性
格
を
持
ち
な
が
ら
も

全
国的
政治
蘭
争
の
保
持
と
と
も
に
、

学
生
運
動
の形
態
の豊
富
化
と
、
組
織

の
強
化陶
な
かで
も
イ
デ
オ
ロギ
ー
の

強
化峯
甲
ソ論
争
の分
折
を
通
じ
て
世
・

界
革
命路
線
の積
極
的
な
解
明
と
、
具

体
的
に
「新
ら
し
い平
和
運
動
」
の
創

造
を
行
な
う
必要
が
強
調
さ
れ
た
。

最
後
に今
井
都
学
連
婁
員
長
が
ま
と

め
て
、
こ
の集
会
に
構
改
、
社
膏
同
が

組
織
的
に
参
加
し
て
い
な
い
の
は、
遺

憾
で
あ
る
が
、
現
在
、
都
学連
府
学
巡

の
空
洞
化
が
い
わ
れ
て
い
る
の
は
まだ

学
生
運
動
が
安
保
以
降
の停
迷
期
にあ

る
。
現
在
の
内
的
状
勢
は
分
裂
の
拡

大
期
で
は
な
く
、
再
編
の
段
階
で
あ
る

舅
急
に
三
派
に
お
い
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

論
争
を
復
活
さ
せ
、
さ
ら
に
全
国
連
絡

機
関
の
確
立
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と

述
べ
た
。
そ
の
後
、
地
力
の
代
表
者
が

一名
ず
つ
集
ま
って
情
報
交
換
、
今
後

の
連
絡
体
制
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

二
日
目
の
十
八
日
は
会
場
を
令
自
交

会
館
に
移
し
て
議
長
選
出
に
続
い
て
京

郭
府
学
速
の
田
中
君
が
締
過
報
含
を
行

一

五
、
六
月
闘
争
の
総
括
を
行
な

・属
.
、

ま
ず
第
一点
に
、全
岡
闘
争
を
な
い得

な
か
っ
た
こ
と
を
あ
げ
、
そ
の
懸
Nと

な
った
の
は
、
四
、
五
月
に
お
い
丸大

管
法
は
一時
保
留
の
形
に
な
っ軽
か
、

原
子
力
潜
水
艦
、
失
対
法
、
ボ
ー.
ロ判

決
な
ど
全
面
的
に
反
動
攻
勢
慣
Zけ
ら

れ
て
き
た
の
に
対
し
て
そ
の
太
質
を
と

ら
え
て
全
国
の
学
牛
セ
ネ
ス
ト
、
戦
闘

的
な
テ
モ
に
よ
って
こ
れ
に
立向
か
う

こ
と
を
成
し
得
ず
、
そ
れ
を
保
障
す
る

全
国
指
導
部
の
結
成
に
も
失
敗
し
た
。

ま
た
こ
れ
は
、
日
共
、
右
翼
の
胎
頭
に

対
し
て
も
全
国
的
に
対
応
で
き
な
い
状

態
を
生
み
出
し
た
。
し
か
し
原
則
的
な

お
い
て
も
、
日
本
帝
国
主義
の
一つ
の

[反
霧

で
あ
る
と
窯

で
は
垂

のして
も
、
そ
れ
を
通
じ
て
闘
争
が
、
日

帝
の
全
而
的
バ
ク
ロ
に
ま
で
発
展
し
な

い
こ
と
に
表
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

へ

「日
輯
か
完
全
軍
縮
か
」
と
い
っ
た
全

然
不
毛
な
議
論
が
起
こ
る
.
や
は
り
、

長
期
的
、
鵡
本
的
な
運
動
路
線
の
確
立

大
衆
遷
動
に
お
け
る
意
志
の
一致
と
い

う
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
運
動
が
絶
体
不

可
欠
で
あ
る
。
現
在
の
困
難
は
学
生
運

動
が
、
安
保
の
敗
北
期
を
脱
し
え
ず
に

日
本
ブ
ル
ジ
望
ア
ジ
ー
の
安
保
を
転
回

点
と
す
る
新
ら
し
い
動
き
を
理
解
で
き

,ず
に
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
現
代
は
隔

析
し
ζ
れ
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
.
以
上
の
観
点
か
ら
、き
ら

に
現
在
の
具
体
的
な
日
帝
の
階
級
攻勢

と
し
て
日
韓
会
談
、
教
育
問
題
ポ
ラ
リ

ス
潜
水
織
寄
港
の
三
つ
を
分
析
し
た
上

一、
原
則
的
な
世
界
資
本
主
義
と
日本

帝
国
主
義
に
対
す
る
観
点
の
確
認
二
、

他
分
派
と
の
原
則
的
分
派
闘
争
を
強化

し
指
導
擢
を
拡
大
す
る
三
、
「核
実
験

な
き
核
武
装
」
の
時
代
と
な
っ
て
破
産

し
た
世
界
の
平
和
運
動
に
代
わ
り
世界

の
核
武
装
と
日
帝
の
核
武
装
を
阻
止
す

る
新
ら
し
い
平
和
運
動
を
労
働
者
を
含

め
て
第
一歩
か
ら
始
め
る
。
そ
の
た
め

に
八
月
四
、
毒
、
六
の
三
日
間
、
広
島

反
戦
集
会

(島広
)を
追
求

【な
った
.
内
容
は
、
一、
学
生
運
動
の

分
唖
、
特
に
東
京
に
お
け
る
左
右
の
再

分
割
と
そ
れ
を
止
揚
す
べ
く
、
都
学
遷

府
学
巡
の
指
導
体
制
の
確
立
。
二
、
原

水
禁
大
会
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
社
共
に

よ
る
大
薫
運
動
の
ひ
き
ま
わ
し
で
あ
り

今
年
八
月
の
大
会
も
、
今
年
.二月
の
分

裂
解
体
に
い
た
る
運
動
の
批
判
的
総
括

は
全
然
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に

対
し
て
わ
れ
わ
れ
は
日
本
核
武
装
阻
止

の
ス
ロー
ガ
ン
を
か
か
げ
て
反
帝
反
戦

学
生
集
会
を
行
な
う
。
以
i
の
二
点
に

わ
た
る
も
の
。

次
に
、
都
学
連
の
望
月
君
が
四
、

日

本
核
武
装
阻
止
を
主
張

闘
争
の
行
な
わ
れ
た
大
学
に
お
い
て
は

選
挙
に
お
い
て
も
艮
青
を
お
さ
え
て
お

り
、
わ
れ
わ
れ
は
全
国
闘
争
の
不
発
を

根
本
的
に
批
判
総
括
す
べ
き
だ
と
指
摘

し
た
。

次
い
で
都
学
連
の
佐
竹
君
か
ら
、
状

勢
、
任
務
、
方
針
の
提
案
が
行
な
わ
れ

た
。
ま
ず
学
生
運
動
に
お
い
て
、
政
治

主
義
に
対
す
る
非
政
治
主
義
が
胎
頭
し

た
こ
と
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
既
成
の

組
織
に
お
い
て
は
、
最
も
根
本
的
な
間

題
で
あ
る
、
現
代
の
世
界
帝
国
主
義
の

認
識
が
全
く
不
}致
で
あ
る
こ
と
。
そ

れ
は
、
例
え
ば
大
管
法
の
と
ら
え
方
に

第
二
次
席
国
主義
戦
争
の
破
壊
か
ら
立

ち
直
った
、
日
本
を
含
む
世
界
資
本主

義
の
帝
国
主
義
的
分
裂
、
ブ
ロ
ッ
ク
化

の
段
階
で
あ
り
、
し
か
も
讃

題
を

媒
介
に
政
治
的
、
国
家
的
対
立
と
し
て

先
鋭
化
し
で
い
る
。
ま
た
現
代
の
戦
争

は
特
に
後
進
国
に
お
け
る
反
革
命
戦
争

と
し
て
典
型
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
反
革
命
干
渉
戦
争
で
あ
り
、
後
進
国

は
資
本
生
麟
的
緕
済
建
設
の
過
程
で
そ

の
不
周等
性
を
明
確
に
し
、
帝
国
主
義

列
強
と
の
結
合
の
過
程
で
分
製
す
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
一般
的
状
勢
の
中
で

日
帝
の
現
在
の
局
面
を
と
り
あ
げ
て
分

に
お
い
て
「反
帝
平
和
の
全
鳳
学
生集

会
」
を
開
く
。
以
上
の
よ
う
な
行勘
万

針
を
提
案
し
発

な
お
こ
の
広
島
集会

の
撮
備
会
が
各
都
府
県
学
連
の
代
表
者

に
よ
って
結
成
さ
れ
、
会
場
の
準
備
統

一テ
ー
ゼ
の
起
草
は
京
都
府
学
追
で
行

ノ

な
ろ
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
広
島
大
会
は
四
、
気
ハ
六
月
の

闘
争
の
稔
括
と
九
月
以
降
の
方
針
を
決

定
す
る
ζ
と
も
含
ま
れ
る
の
で
爽
質
的

な
全
学
連
大
会
を
目
指
す
も
の
と書
え

る
。
こ
の
後
討
論
に
移
り
、
京
大
か
ら

の
発
置
は
、
京
大
に
お
い
て
六
・
一五

以
降
闘
争
の
方
向
を
見
失
う
状態
に
至

った
原
囚
は
、
全
国
実
力
闘
争
の
犠
洞

化
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
璽
承
の
沈滞
で

あ
る
。
今
後
京
都
府
学
連
、都
学
連
を

申
心
に
指
導
体
制
を
確
立
し
、
十
二月

全
学
連
再
建
を
か
ち
と
ろ
う
。
ま
た
、

中
ソ
論
争
を
積
極
的
に
解
明
し
て、
ト

ロ
ッ
キ
ー
以
後
の
新
左翼
の歴
史
的
把

握
の
上
に
立
っ
て
わ
れ
わ
れ
の視
点
の

確
立
。
大
衆
闘
箏
、
全国
政
治
骨
争

を
罠
青
の
学
内
主
義
に
対
置
さ
せ
、民

胃
を
分
化
さ
せ
よ
、
と
い
う
も
の
。

乎
和
運
動
に
関
し
て
は
、
国
際政
治

の
多
元
化
と
そ
れ
に
見
合
う
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
進
出
が
現
実
に
起
っ
て
い
る

ス
イ
ス
・カ
ナ
ダ
の
核
武
装
、
即
ち核

武
装
の
再
編
成
を
契
機
に
し
て
見
ら
れ

る
こ
と
が
大
き
な
間
『
ご
あ
る
と
いう

指
摘
も
なさ
れ
た
。

ま
た京
都
府
学
連
か
ら
、
学
生
運
動

を
国家
権
力
に対
し
て
抽
象
的
に
対
置

さ
せ
る
の
み
で
は何
ら問
題
は
解
決
し

な
い
こ
と
、東
京
にお
い
ては
セ
ク
ト

性
が
自
己
の方
針
を
客観
的
に見
る
目

を
喪
失
さ
せ
て
い
る
こ
と
な
ど
が指
摘

さ
れ
た
。

討
論
の
ま
と
め
は
今井
都
学
述委
員

長
が
行
な
い
、
午
後
七
時
過
ぎ
に
解
散

し
た
。
今
回
の
今
自
代
で
は
当
初
に
予

定
さ
れ
た
、
三
派
連
合
に
よ
る
全
学
運

再
建
の
具
体
的
な
方
針
は
出
さ
れ
ず
に

終
り
、
社
学
同
独
走
の
感
が
し
た
が
、

開
催
中
に
池
田
内
閣
の
改
造
が
あ
っ
て

改
造
内
閣
の
第
}声
が
「労
働
者
を
我

々
が
か
く
得
す
る
。
」
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
死
滅
し
つ
つ
あ
る
日
本
の
反
政
府

運
動
の
最
後
の
砦
と
し
て
学
生
運
動
の

任
務
を
参
加
蓄
の
心
に
刻
む
も
の
で
あ

った
.
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鑛
鰐
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鑓
難

雛
雛
塑

は
三
十
六
年
以
来
着
々
と
工事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
去
る
六
月
十

四
日
に
原
子
炉
の
心
臓
と
い
われ
る
「炉
心
タ
ン
ク
」
据
え
付
け
も
ほ

ぼ
終
って
、
工
事
は
一応
峙
をす
ぎ
た
感
じ
だ
。

我
が
国
の
原
子
炉
は
茨
城
県
東
海
村
年
。
そ
し
て
そ
れ
が
わ
が
国
に
お
け
る

の
四基
(う
ち
一基ば
三
)菱
を
始
め
す
初
期
研
究
段
階
に
建
設
さ
れ
る
も
の
で

で
に九
基
が
〃火
"
を
と
も
し
て
い
る

京
大
原子
炉
(通
称
関
西
研
究
用
原
子

炉
)
が
、学
術
研
究
と
教
育
訓
練
の
た

め
の
全
国大
学
共
同
利
用
施
設
と
し
て

す
る
反
対
運
動
に
あ
っ
て
一春
よ
蒔
に

浮
い
六
懸
じ
だ
っ
た
。

で
き
て
い
な
い
が
意
外
な
も
の
も
の
し

さ
に
う
た
れ
な
が
ら
入
口
を
す
ぎ
る
と

左
手
の
真
白
に
ま
ぶ
し
い
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
建
物
は
管
理
棟
で
、
諸
建
物

に先
立
って
鑑
て
ら
れ
た
も
の
。
室
内

の
砂
ぼ
こ
りも
工
事
た
け
な
わ
を
思
わ

せ
る
。
原
子炉
研
究
室
に備
え
つけ
る

研
究
機
器
は
到
着済
みだ
。
ま
た
、
縮

子
炉
の
「安
全
性
」
を
強
調
す
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
。
「こ
の
原
子
炉
で
は
、

そ
の
固
有
の
安
全
性
な
ど
か
ら
み
て
暴

走
か
ら
大
愛
の
放
射
能
放
出
に
い
た
る

よ
う
な
大
事
故
が
発
生
す
る
と
は
考
え

ら
れ
ず、
考
え
得
る
最
も
大
き
な
事
故

で
あ
る燃
料
破
損
の場
合
で
も
原
子
炉

の
外
に
も
れ
る
放射
能
は
極
め
て
少
な

四

月

に
は
"
第

三

の
火

"

夢

は
大
学

院
設
置

に

あ
る
こ
と
か
ら
利
用
性
♂
安
金
性
の
聞

実
験
所
の
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
一台
尺
十
分
の
一と
い
う
凍
子
炉
模
型
や大

頭
初
予算
十
玉
億
七
乎
万
円
で
(現
在

ア社
に
発
駐
す
る
こ
と
に
な
った
が
、

=
十
八
億
)計
画
さ
れ
た
のが
三
十
一

を
考
慮
し
て
熱
出
力
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
が
所
員
の
唯
一の
ア
シ
と
い
う
貧
弱
さ

ズ
ウ
ィミ
ン
グ
プ
τ
ル
系
タ
ン
ク
型
原
だ
が
、
将
来
は
マイ
ク
ロ
バ
ス
を
購
入

子
炉
を
米
困
の
イ
ン
タ
ー
ニ
ュー
ク
リ
す
る
予
足
と
い
う
。

敷
地
の
境
界
に
「立
入
禁
止
」
の
立

あ
とに
述
べる
よ
う
に
地
元
を
中
心
と
札
が各
所
に見
える
。
ま
だ
外
棚
こ
そ

型
地
図
を
並
べ
た
と
こ
ろ
な
ど
見
学
者

への
配
慮
も
感
じ
ら
れ
る
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
外
釆
者
用
と
か
。

一時
は
股
置
導
動
も
少
な
か
ち
ず
盛
上

っ
て
いた
こ
と
も
手
伝
って
か
京
大
原

く
、
原
子
炉
室
の
外
で
は許
容量
を
は

る
か
に
下
ま
わ
り
ま
す
の
で
、放
射
能

障
害
の
お
こ
る
お
そ
れ
は
全
くな
いと

考
え
ら
れ
ま
す
」

間
も
な
く
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
疲
さ
聾

紫
田
原
子
炉
研
究
所
教
授
に
所
内
を
案

内
し
て
も
ら
う
。

小
高
い
丘
の
ナ
の
ア
ン
テ
ナ
の
あ
る

建
物
は
気
象
観
測
所
で
す
で
に
運
転
を

開
始
し
て
い
る
。
か
た
わ
ら
の
放
射
線

屋
外
監
視
所
は
前
方
百
規
の
原
子
炉
か

ら
万
一放
射
能
が
わ
ず
か
で
も
漏
れ
た

場
合
いち
早
く
探
知
す
る
も
の
で
、
敷

地
外
に
も
あ
と
四づ
所
設
け
る
と
い
う

こ
こ
か
ら
は
敷
地
内
が
一望
に見
渡

せ
る
。
ま
だ
整
地
が
完
成
し
て
い
な
い

裸
地
に
建
物
が
散
在
す
る
。
所
内
の
配

線
関
係
は
す
べ
て
渠
溝
内
に
敷
か
れ
る

し
、
木
立
も
ま
だ
な
い
の
で
視
界
を
さ

え
ぎ
る
も
の
は
な
い
。

窟
庫
に
接
し
て
つ
い
最
近
完
成
し
た

工
作
室
で
は
、
実
験
器
具
の
ム,ん
ど
を

試
作
す
る
設
備
を
も
つ
も
の
..

こ
の自
給
体
制
は
他
面
に
も
多
い
。

すえ付工事もほほ終つ忙炉心タンク

電
気
関
係
で
は
変
賦
所
が
所
内
に
完
成

し
、
特
別
高
圧
二
万
ボ
ル
ト
を
近
く
引

込
む
予
定
だ
し
、
ガ
ス
タ
ン
ク
は
自
家

発
生
装
置
を
も
ち
、
水
資
源
は
隣
接
す

る
坊
主
池
、
弘
坊
池
に
加
え
て
井
戸
三

基
を
設
け
て
不
目由
し
な
い
。
後
者
は

原
子
炉
の
発
熱
の
冷
却
用
に
利
用
さ
れ

る
も
の
だ
。
こ
れ
ら
の
消
費
量
は
す
べ

て京
大
本
部
に
匹
敵
す
る
と
話
し
て
く

れ
た
。

原
子
炉
棟
は
地
上
二
十
一耀
颪
径
二

十
八
摺
地
下
玉
M川余
り
で
外
側
を
重
コ

ン
ク
リー
ト
と
鋼
板
な
ど
を
使
用
し
て

「十
分
の機
密
性
を
も
って
い
る
」

(パ
ンフ
レ
ット
)

原
王
炉
の心
臓
部
と
な
る
純
ア
ル
ミ

製
〃炉
心タ
ンク
"
は
先
月
十
四
日
に

原
子炉
棟内
に運
び込
ま
れ
た
が
、
嘱

が
鼻
を
つ
く
。
地
ド
に
殆
ん
ど
知
執
命
糟

【却
水
が
満
た
さ
れ
る
。

炉
心
(高
さ
約
八
Mご
の
高
さ
に
同

じ
く
し
て
設
け
ら
れ
た
原
子
炉
コ
ン
ト

ロ
馨
ル
室
で
制
御
棒
の
そ
う
作
を
す
る

が
、
こ
ζ
に
も
非
常
退
避
口
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

原
子
炉
棟
に
隣
接
す
る
ホ
ッ
ト
ラ
ボ

ラ
ト
リ
ー
(強
放
射
性
物
質
を
取
扱
う

研
究
室
)
に
は
使
用
済
燃
料
貯
税
プ
ー

ル
(ガ
ン
マ
線
利
用
の
照
射
実
験
な

ど
)
を
始
め
各
研
究
室
の
棟
が
続
い
て

い
る
。

現
在
こ
の
実
験
所
に
は
京
大
の
柴
田

山
本
、
木
村
の
三
教
授
を
始
め
約
五十

入
が
従
事
し
て
い
る
。
全
国
大
学
の
共

同
利
用
の
こ
の
実
験
所
に
は
他
大
学
出

身
者
も
交
えぞ
来
犀
四
月
〃第
三
の

火
"
が
と
も
る
頃
に
は
運
営
委頁
会
に

よ
って
二
百
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
勢
揃
い

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
.

将
来
は
独
自
の
大
学
院
を
是
非
設
け

て
一大
研
究所
に
した
い
、
と
教
授
の

夢
は
今
か
ら
か
け
め
ぐ
る
.

最
後
に
原
手
伊
着
工
ま
で
の
曲
折
を

若
干
ふ
り
か
え
って
み
よ
う
。

'最
翼
尖
原
子
炉
設
置
隷
萎
は
宇

治
火
薬
敵
跡
に
設
置
し
よ
う
と
し
た
が

「廃
乗
物
処
理
の
危
険
性
」
を
め
ぐ
っ

て
淀
川
を
飲
料
水
と
す
る
阪
神
地
万
に

あ
が
った
設
置
反
対
遅
動
は
社
共
両
党

と
大
阪
市
会
、
総
評
な
ど
の
組
織
が
加

わ
り
、
大
阪
府
会
が
兵
庫
県
会
と
共
闘

を
求
議
す
る
に
至
って
最
大
に
盛
上
っ

た
。

か
くし
て
「宇
治
原
子
炉
」
構
想
が
崩

れ
て
のち
、
高
槻
曲巾阿
武
山
、
四
条
畷

交
野
の
いず
れ
も
が
反
対
運
動
で
設
置

でき
な
く
な
り
、
熊
取
町
案
も
下
流
の

泉
佐
野
市
の
反
対
で
心
配
さ
れ
た
が
一

昨
年八
月
に地
元
条
件
付
焚
成
に
変
わ

り同
年
十
二月
一
日
にや
っと
蔚
工
し

た
。こ

の
間京
大
、
阪
大
の学
者
は
各
市

で説
明会
を
闘
いた
り、
民
間
団
体
と

設
置協
議
会を
発
足
さ
せた
り
し
て
東

奔
西走
した
と
いう
。

「い
ま熊
取
のも
の
はち
っと
も
反
対

仲
け
に
誤差
一♂
の糟
度
を
要
す
る
た

しと
ら
へ
ん
」
タク
シー
の運
ち
や
ん

め
、
数
週
間
を要
した
。
塗
料
の
臭
い

が
弁解
し
た
。

(長
)

霧
継

日
号
)
が
到
η
し
、
そ
の
中
に
防
大
牛

八
百
人
余
(全
学
生
の
約
四
割
)
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
▼
そ
れ
に
よ
る
と
、
窟
法

第
九
条
改
定
賛
成
、
日
木
の
核
武
蓑
は

現
在
、
或
は
将
来
す
べ
き
で
あ
る
と
す

る
も
の
が
七
割
強
。
自
巾
宇
義
陳
営
の

立
場
で
米
国
に
追
従
し
な
い
自
ヰ
的
外

交
支
持
が
八
割
弱
、
天
塑
制
は
さ
す
が

に
現
状
緯
持
と
す
ろ
も
の
が
七
劃
を
占

め
て
い
る
が
、
廃
止
、
強
化
の
両
極
端

が
そ
れ
ぞ
れ
一割
強
ず
つ
占
め
て
い
る

▼
学
生
運
動
に
対
し
て
は
、
過
激
に
な

ら
な
い
桿
度
な
ら
可
と
す
る
も
の
が
六

割
以
上
で
、
学
問
の
み
に
専
念
す
べ
き

と
い
う
の
が
二
割
。
ま
た
防
大
生
の
短

の

剣
携
行
に
つ
い
て
は
、
六
割
以
ヒ
が
螢

成
、
反
対
が
二
割
五
分
と
な
っ
て
い
る

▼
防
衛
大
学
校
と
い
う
〃罠
守
日
本
〃

の
〃国
軍
"
を
背
負
って
立
づ
幹
部
を

饗
成
す
る
〃検
閲
ず
み
"
の
場
に
お
け

る
学
生
の
自
己
運
動
が
、
一つ
の
解
答

を
示
し
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
旧
軍

隊
的
武
士
通
精
神
に
魅
力
を
捨
て
き
れ

な
いな
が
ら
も
〃切
瑳
琢
磨
"
と
〃自

主
積
極
"
と
い
う
大
向
う
受
け
す
る
ス

ロー
ガ
ン
を
掲
げ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
、
指
導
教
官
の
予
想
外
の
〃成
果
"

と
い
って
は
、
う
が
ち
す
ぎ
だ
ろ
う
か

▽
あ
ら
か
じ
め
限
足
さ
れ
た
範
囲
内
で

の
〃民
主
教
育
"
に
根
ざ
し
た
討
論
、

思
者
が
規
定
の
路
線
に
そ
って
画
一化

さ
れ
、
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
納
論
に

お
いて
も
一致
点
を
み
い
だ
す
と
い
う

〃黙想
形
成
"
は
ま
た
、
自
己
を
徹
底

的
に対
象
の
外
側
に
お
く
と
い
う
〃国

軍
"
の
〃忠
誠
精
神
"
を
意
外
に
ス
ソ

キ
リ受
け
い
れ
て
、
客
観
者
と
し
て
、

幻
想的
な
〃民
主
主
義
"
や
ら
〃国

家
"
の
運
命
決定
権
を
保
留
す
る
白
己

に、
マゾ
ヒス
テ
ィツ
ク
な
葺

感
を

植
え
つけ
る
に至
る
▼中
問
的
、
要
協

的
、
現状
維
持
ムー
ト
の
い
っぱ
い
の

「京
大
生
の生
盾
と
意
見
」
と
比
べ
る

と
き
に
、防
大
生
は
同
じ
〃ム
ー
ト
便

乗
"
か
ら出
発
し
た
に
し
て
も
、
す
っ

か
り
大人
っほ
く
落
ち
つい
て
し
ま
っ

た
感
じだ
。
「制
服
を
ぬ
い
で
態
度
決

定
を
す
る
」と
いう
〃う
れ
し
が
ら

せ
"
がは
が
ゆ
く
な
る
ゆ
え
ん
で
あ
るρ


